
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神奈中情報通信 

バス事業者、旅客・貨物輸送事業者が求めるシステムの構築から運用までをサポート！㈱神奈中情報システム 

第１４１号 （令和７年６月） 

㈱神奈中情報システム TEL：0463-22-8804 FAX：0463-22-8815 

■■この「神奈中情報通信」は、私たちと何かのご縁があったかたにのみ、差し上げている通信誌です。■■ 

 

◆我が家に家族が増えました！◆ 

こんにちは！お世話になっております。神奈中情報システムの 

米山です。今回は私が担当です。よろしくお願いいたします。 

さて、タイトルを見てびっくりされた方もいらっしゃるかもしれま 

せんが、子どもが増えたわけでも、また、孫ができたわけでもあり 

ません。というわけで、もうお気づきかと思いますが、家族というのはペットです。昔

は「犬」と言っていましたが、「犬」と言うと怒られますので、ワンちゃんが我が家にや

ってきました。 

まず、私は３人兄妹の長男で、３歳下の妹と９歳下の妹がいます。妹２人には２人

ずつ子どもがいるのですが、それぞれ独立したこともあって、２人の妹からワンちゃ

んを購入したと、同時期に写真付きの LINE が届いたのをきっかけに、我が家の妻

と娘にもワンちゃんを飼いたい！というスイッチが入ってしまいました。 

ワンちゃんを飼うことは簡単なことではありません。ただ、私自身、以前、神奈中

情報通信の第１１７号で書かせていただきましたとおり、多趣味な父親が柴犬のブ

リーダーのようなこともしており、その（最大５匹いた）柴犬たちの世話を私がずっと

していましたので、柴犬なら世話の仕方もそれなりにわかっていたので「柴ならいい

よ」と妻と娘には伝えていました。 

さっそく娘は飼うなら女の子がいいと、柴犬の女の子の名前は「あずき」ちゃんと

決めていました。そう決めてから、私の妹たちが購入したペットショップ（個人宅がブ

リーダーになっている関係でとってもリーズナブル！）のサイトで、どんなワンちゃん 

がいるのか見ていたところ、妻と娘の意識が柴ではなくマルプーに

行ってしまいました。マルプーというのはマルチーズとプードルのミ

ックス犬です。そして、柴犬限定の話はどこへやら、我が家でマル

プーを飼うことがいつの間にか決定していました。 （２枚目へ→） 
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（続き→） また、娘の中で柴の女の子は「あずき」ちゃんでしたが、マルプーの女の

子だったら「ちゅら」ちゃんにするとのこと。「ちゅら」というのは美ら海水族館の「美

ら」で、娘はその響きをすごく気に入っていて、マルプーの女の子で名前は「ちゅら」

だから、沖縄出身のマルプーの子を探そう！となりました。 

ある日、偶然にも沖縄出身のマルプーの女の子を発見！この子に決めた！と即

決。実は今のペットショップは、ネット上に写真だけでなく、ショート動画もつけてい

て、実物を見ていなくてもスマホでしっかり確認できてしまうのです。なので、お店に

行く時はもう購入する気満々です。 

その週末、私の運転でそのワンちゃんを購入しに店舗に行ったところ、そのワン

ちゃんが見当たりません。スタッフの方に聞いてみたところ、「実は先程売れてしま

いまして･･････」ととても残念な結果となり、がっかりして帰宅しました。 

その後も、ネットサーフィンは続き、同じ系列のペットショップでマルプーの女の子

を発見！沖縄出身ではなく神奈川県相模原市生まれですが、もうそこにはこだわら

ず、そして、その子を迎え入れることになりました。 

小さいワンちゃんが来るというのは、本当に赤ん坊が一人来るのと同じくらい生

活が一変します。今までは時間を気にせず家族で出かけていたのが、「ちゅら」ちゃ

んだけでお留守番はできないとのことで基本的には家で過ごしています。妻と娘に

用事があるときは私が留守番をしなければなりません。 

それから、妻と娘の態度も一変しました。「ちゅら」ちゃんに対しては赤ん坊に接

するように甘く、私には厳しくなりました。それこそ、何か食べ物を床に落とそうもの

なら「ちゅらちゃんが食べたらどうするの！」と厳しい指摘が入ります。 

さっそく、「ちゅら」ちゃんの中で序列ができ、家長であるはずの私の序列は最下

位。尻尾を振る勢いが違います。それでも、「ちゅら」ちゃんが来てくれたことで、家

族の会話が増えたことは確かで、これはこれで良かったのかなと思っています。 


